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規 則

北海道内水面漁業調整規則の一部を改正する規則をここに公布する。
平成 年８月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

北海道内水面漁業調整規則の一部を改正する規則
北海道内水面漁業調整規則（昭和 年北海道規則第 号）の一部を次のように改正する。
第 条第１項中「又は増養殖用」を「、増養殖用」に改め、「供給」の次に「又は伝統的
な儀式若しくは漁法の伝承及び保存並びにこれらに関する知識の普及啓発」を加える。
附則第４項中「又は増養殖用」を「、増養殖用」に、「供給」」を「供給又は伝統的な儀
式若しくは漁法の伝承及び保存並びにこれらに関する知識の普及啓発」」に、「供給又は」
を「供給、伝統的な儀式若しくは漁法の伝承及び保存並びにこれらに関する知識の普及啓発
又は」に改める。

附 則

この規則は、平成 年８月 日から施行する。

告 示

北海道告示第 号

次のとおり随意契約の相手方を決定した。
平成 年８月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 随意契約に係る特定役務の名称及び数量
震度情報ネットワークシステム改修業務 一式

２ 随意契約の相手方を決定した日
平成 年８月 日

３ 随意契約の相手方の氏名及び住所
氏 名 三菱電機プラントエンジニアリング株式会社
住 所 東京都台東区東上野五丁目 番８号

４ 随意契約に係る契約金額
円

５ 契約の相手方を決定した手続
随意契約

６ 随意契約によった理由
地方公共団体の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定める政令（平成７年政令第
号）第 条第１項第１号の規定による。

７ 契約に関する事務を担当する組織の名称及び所在地
名 称 北海道総務部危機対策室防災消防課

発行 北 海 道
（総務部法制文書課）

電話
（内線 ）

印刷 富士プリント
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所在地 札幌市中央区北３条西６丁目

北海道告示第 号

昭和 年北海道告示第 号（騒音規制法に基づく規制地域等の指定）の一部を次のよう
に改正し、平成 年 月 日から施行する。
平成 年８月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
「北檜山町」を「せたな町」に改め、石狩市、北見市、室蘭市、帯広市、 田町、音更町、

幕別町及び中標津町の地域についての図を次の図のように改める。
備考 この告示により指定された地域であって従前から引き続き騒音規制法（昭和 年法
律第 号）第３条第１項の規定により指定されていたものに係る同法第 条第３項に
規定する「指定地域となつた日」は、当該地域が従前の規定により最初に指定地域と
なった日である。

（「次の図」は、省略し、北海道環境生活部環境室環境保全課及び関係支庁に備え置いて
縦覧に供する。）

北海道告示第 号

昭和 年北海道告示第 号（振動規制法に基づく特定工場等において発生する振動及び
特定建設作業に伴って発生する振動を規制する地域等の指定）の一部を次のように改正し、
平成 年 月 日から施行する。

平成 年８月 日
北海道知事 高 橋 はるみ

「北檜山町」を「せたな町」に改め、石狩市、北見市、室蘭市、帯広市、 田町、音更町、
幕別町及び中標津町の地域についての図を次の図のように改める。
備考 この告示により指定された地域であって従前から引き続き振動規制法（昭和 年法
律第 号）第３条第１項の規定により指定されていたものに係る同法第 条第３項に
規定する「指定地域となつた日」は、当該地域が従前の規定により最初に指定地域と
なった日である。

（「次の図」は、省略し、北海道環境生活部環境室環境保全課及び関係支庁に備え置いて
縦覧に供する。）

北海道告示第 号

平成元年北海道告示第 号（悪臭防止法に基づく規制地域等の指定）の一部を次のよう
に改正し、平成 年９月１日から施行する。
平成 年８月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
室蘭市、帯広市、 田町、音更町、幕別町及び中標津町の地域についての図を次の図のよ
うに改める。
備考 この告示により指定された地域であって従前から引き続き悪臭防止法（昭和 年法
律第 号）第３条の規定により指定されていたものに係る同法第８条第３項に規定す
る「指定地域となつた日」は、当該地域が従前の規定により最初に指定地域となった
日である。

（「次の図」は、省略し、北海道環境生活部環境室環境保全課及び関係支庁に備え置いて
縦覧に供する。）

北海道告示第 号

北海道青少年保護育成条例（昭和 年北海道条例第 号）第４条第１項の規定により、次
の興行を有害興行として指定する。
平成 年８月 日

北海道知事 高 橋 はるみ

北海道告示第 号

昭和 年北海道告示第 号（農業振興地域の指定）等の一部を次のように改正し、平成
年９月１日から施行する。
その農業振興地域の区域を表示した図面は、北海道農政部農地調整課及び関係支庁に備え
置いて縦覧に供する。
平成 年８月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 昭和 年北海道告示 号の北檜山地域の事項を削る。
２ 昭和 年北海道告示第 号のうち、士別地域の事項を次のように改める。
士別市の区域のうち、図面（第 号）の赤色で着色した部分（都市計画法で定める用途

地域（平成 年士別市告示第 号により変更告示された後の用途地域）、国有林野の区域
（上川北部森林管理署管轄区域 林班のは小班、 林班のイ小班、 林班のイ小班、

林班のイ小班及び 林班のイ小班、雄鬼頭並びに苗畑の区域を除く。）、道有林野

興行の
種 別 興 行 の 題 名 制作会社又は

配 給 会 社
指定の
範 囲 指 定 の 理 由

映 画 わいせつステージ 何度もつっこんで 新東宝映画

全 部

著しく粗 性を助長し、性的
感情を刺激し、又は道義心を
傷つけるもの等であって、青
少年の健全な育成を害するお
それがあると認められるため

同 欲情ヒッチハイク 求めた人妻 オーピー映画
同 セクシー剣法 一本ぶちこむ 新東宝映画
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の区域、上川北部地域森林計画の士別市有林野の 、 、 、 から まで、 から ま
で、 、 、 、 、 、 、 、 、 及び から までの林班の区域、上
川北部地域森林計画の士別市の民有林野の２から５まで、８、９、 （１及び 小班の区
域を除く。）、 から まで、 から まで、 、 、 、 、 （ 小班の区域に限
る。）、 から まで、 （７、８、 及び 小班の区域を除く。）、 （２、６、８、
９、 、 、 から まで及び 小班の区域を除く。）、 並びに （士別市上士別町

番地の２から４まで及び６の区域に限る。）林班、上川北部地域森林計画の朝日町有
林野の区域、上川北部地域森林計画の朝日町の民有林野の 林班の１から 小班までの区
域、岩尾内湖の水面の区域並びにトヨタ自動車株式会社士別試験場の土地の区域）に該当
する区域を除いた区域
３ 昭和 年北海道告示 号のうち朝日地域の事項を削り、大成地域の事項を次のように
改める。
せたな地域

せたな町の区域のうち、図面（第 号）の赤色で着色した部分（都市計画法で定める用
途地域（昭和 年北檜山町告示第 号により変更告示された後の用途地域）、字本町及び
字三本杉の区域、国有林野の区域、渡島檜山地域森林計画の大成町有林野の区域、渡島檜
山地域森林計画の大成町の民有林野の８、 、 （１から までの小班の区域に限る。）、
（１から まで、 から まで及び から までの小班の区域に限る。）、 及

び 林班の区域、渡島檜山地域森林計画の瀬棚町有林野の区域、渡島檜山地域森林計画の
瀬棚町の民有林野の１から３までの林班の区域、渡島檜山地域森林計画の北檜山町有林野
の 、 （ 、 、 、 、 、 、 、 、 、 から まで、 、 、 、 、 及
び 小班の区域に限る。）及び 林班の区域並びに渡島檜山地域森林計画の北檜山町の民
有林野の４（ 小班の区域に限る。）、５（２、６、７、９から まで、 から まで、
から まで、 から まで、 、 、 、 、 、 、 、 、 から まで及び
小班の区域に限る。）、 （ 、 、 から まで、 、 及び 小班の区域に限

る。）、 （４、５、７から まで、 、 、 、 、 、 、 、 及び 小班の区域
に限る。）、 （１、５、６、 、 、 から まで、 、 、 、 、 、 及び 小
班の区域に限る。）、 （１から６まで、 、 、 、 、 、 から まで、 、 、
、 、 、 、 、 から まで、 及び 小班の区域に限る。）、 、 （１か

ら６まで、 、 、 、 、 、 、 及び 小班の区域に限る。）、 （６、 から
まで、 から まで、 から まで、 、 、 、 、 、 、 から まで、 、 、
、 、 、 、 及び 小班の区域に限る。）、 （１から まで、 から まで、
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 から まで、 、 、 及び 小班の区域

に限る。）、 から まで、 （ 、 、 、 、 、 、 から まで、 、 、 か
ら まで、 、 、 から まで、 から まで、 、 から まで、 、 、 、 か

ら まで、 から まで、 、 、 、 から まで、 、 から まで、 、
、 、 、 、 、 、 、 、 、 から まで、 から まで、 、
、 、 、 、 、 、 から まで、 、 、 、 、 から まで、
、 、 及び 小班の区域に限る。）、 （２、８、９、 、 、 、 から ま

で、 、 、 、 、 、 、 及び 小班の区域に限る。）、 （９から まで、 、
から まで、 、 から まで、 から まで、 、 、 、 から まで、 、 、
、 及び 小班の区域に限る。）、 から まで、 （ 、 、 から まで、 、 、
、 、 、 、 、 、 、 、 から まで、 から まで及び 小班の区域に限

る。）、 （ 、 、 、 、 から まで及び から までの小班の区域に限る。）、
（ 、 、 及び 小班の区域に限る。）、 （ 、 、 から まで、 、 、
、 から まで、 、 及び から までの小班の区域に限る。）、 （ 、

から まで、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 から まで、 、
及び から までの小班の区域に限る。）、 （２、４、５、７、９から まで、
から まで、 、 及び 小班の区域に限る。）、 （ 、 、 、 、 及び
小班の区域に限る。）及び 林班の区域）を除いた区域

４ 昭和 年北海道告示第 号の瀬棚地域の事項を削る。

北海道告示第 号

土地改良法（昭和 年法律第 号）第 条の３第１項の規定により、道営土地改良（北
石狩中央地区広域営農団地農道整備）事業の土地改良事業変更計画を定めた。
その関係書類は、北海道石狩支庁に備え置いて、平成 年８月 日から 日間、一般の縦

覧に供する。
なお、この変更計画については、同条第６項において準用する同法第 条第６項の規定に

基づき、縦覧期間満了の日の翌日から起算して 日以内に北海道知事に異議申立てをするこ
とができる。
また、同条第７項の規定による決定に不服がある者は、同条第 項の規定に基づき、北海

道を被告として、決定があったことを知った日の翌日から起算して６月以内に当該決定の取
消しの訴えを提起することができる。
平成 年８月 日

北海道知事 高 橋 はるみ

北海道告示第 号

森林法（昭和 年法律第 号）第 条の２第２項の規定により、次のように保安林の指
定を解除する。
平成 年８月 日
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北海道知事 高 橋 はるみ
１ 解除に係る保安林の所在場所 浦河郡浦河町字上向別 の３（次の図に示す部分に

限る。）
２ 保安林として指定された目的 土砂の流出の防備
３ 解 除 の 理 由 道路用地とするため
（「次の図」は、省略し、その図面を北海道日高支庁経済部林務課及び浦河町役場に備
え置いて縦覧に供する。）

北海道告示第 号

建設業法（昭和 年法律第 号）第 条第１項の規定により、次のとおり廃業等の届出
のあった建設業の許可を取り消した。
「次のとおり」は、省略し、その住所等は北海道建設部建設管理室建設情報課に備え置い
て縦覧に供する。
平成 年８月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 許可の全部廃業
商 号 又 は 名 称 建設業の許可の番号 処分年月日
極 光 建 設 工 業 株 式 会 社 特 石第 号 平成
株式会社 巧 建 工 事 般 石第 号 同
札 幌 石 川 機 工 株 式 会 社 般 石第 号 同
有限会社 出 口 住 設 機 器 般 石第 号 同
三 英 鋼 業 株 式 会 社 般 石第 号 同
株式会社 清 和 機 械 製 作 所 般 石第 号 同
有限会社 原 住 宅 設 備 般 石第 号 同
有限会社 鶴 寿 塗 装 般 石第 号 同
株式会社 エヌ・ティ・ティサービス北海道 特 石第 号 同
株式会社 ス タ ッ ク 北 海 道 般 石第 号 同
北海道エンジニアリング株式会社 般 石第 号 同
株式会社 サ ン メ タ ル 製 作 所 般 石第 号 同
株式会社 滝 口 重 機 般 石第 号 同
有限会社 藤 森 防 水 工 業 般 石第 号 同
株式会社 ハ イ ・ コ ス モ 般 石第 号 同
株式会社 ム ソ ウ 般 石第 号 同
有限会社 エ ス ジ ー 新 生 技 建 般 石第 号 同
日 栄 設 備 有 限 会 社 般 石第 号 同
株式会社 千 葉 建 設 特 渡第 号 同
有限会社 ま る さ サ イ ト ウ 工 業 般 後第 号 同
小 杉 建 設 株 式 会 社 般 後第 号 同
有限会社 友 建 設 般 後第 号 同
株式会社 中谷コンクリート工業所 般 空第 号 同
株式会社 大 北 不 動 産 特 上第 号 同
株式会社 総 建 般 上第 号 同
松 村 建 設 工 業 株 式 会 社 特 上第 号 同

北海道告示第 号

森林法（昭和 年法律第 号）第 条の２の規定により、次のように保安林の指定施業
要件を変更する。
平成 年８月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 指定施業要件の変更に係る保

安林の所在場所
枝幸郡枝幸町・歌登町（以上２町について次の図に
示す部分に限る。）

保安林として指定された目的 水源のかん養
変 更 後 の 指 定 施 業 要 件
ア 立 木 の 伐 採 の 方 法

主伐に係る伐採種は、定めない。
主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市
町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。
間伐その他特別の場合の伐採に係るものは、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種 次のとおりとする。
２ 指定施業要件の変更に係る保

安林の所在場所
枝幸郡枝幸町（次の図に示す部分に限る。）

保安林として指定された目的 公衆の保健
変 更 後 の 指 定 施 業 要 件
ア 立 木 の 伐 採 の 方 法

主伐は、択伐による。
主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市
町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。
間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種 次のとおりとする。
（「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係書類を北海道宗谷支庁
経済部林務課及び関係町役場に備え置いて縦覧に供する。）
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の日から２週間、一般の縦覧に供する。
平成 年８月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 道路の種類 道道
２ 路 線 名 知安ニセコ線
３ 道路の区域

区 間 変更前後の別 敷地の幅員 延 長 国道等との重複区間
磯谷郡蘭越町字湯里 番１地先から 前 から ――磯谷郡蘭越町字湯里 番 地先まで まで

後 から ――まで

北海道告示第 号

石狩川水系に係る一級河川旧伏籠川について、河川法（昭和 年法律第 号）第 条の
２第１項の規定により、次の区域を河川立体区域として指定する。
平成 年８月 日

北海道知事 高 橋 はるみ
次の図面（第１号図から第 号図まで）の茶色で着色した部分の区域
（「次の図面」は省略し、その図面を北海道札幌土木現業所に備え置いて縦覧に供する。）

北海道告示第 号

平成 年北海道告示第 号（北海道の指定金融機関及び収納代理金融機関）の一部を次
のように改正し、平成 年９月１日から施行する。

平成 年８月 日
北海道知事 高 橋 はるみ

２ 収納代理金融機関の項足寄町開拓農業協同組合の事項を削る。

道 企 業 管 理 規 程

ポンテシオダム管理規程の一部を改正する規程を次のように定める。
平成 年８月 日

北海道公営企業管理者 梶 本 孝 博
北海道企業管理規程第７号

ポンテシオダム管理規程の一部を改正する規程
ポンテシオダム管理規程（昭和 年企業管理規程第２号）の一部を次のように改正する。

新 北 土 建 設 工 業 株 式 会 社 般・特 宗第 号 同
株式会社 マ ツ ム ラ 建 設 般 網第 号 同
神 田 建 設 株 式 会 社 般 網第 号 同
伊 藤 板 金 工 業 所 般 網第 号 同
有限会社 村 本 組 般 日第 号 同
有限会社 北 構 建 設 般 日第 号 同
有限会社 さ く ら 技 建 般 釧第 号 同
株式会社 メ ー プ ル コ ア 釧 路 般 釧第 号 同

２ 許可の一部廃業
商 号 又 は 名 称 建設業の許可の番号 処分年月日
株式会社 エ ス ・ エ ー ・ デ イ 般 石第 号 平成
宮 澤 鋼 業 株 式 会 社 般・特 石第 号 同
株式会社 北 水 工 業 般 石第 号 同
札 幌 水 材 株 式 会 社 般 石第 号 同
株式会社 北 匠 建 工 般 石第 号 同
第 二 物 産 株 式 会 社 般 渡第 号 同
有限会社 ト ギ リ 製 作 所 般 後第 号 同
久 田 建 設 株 式 会 社 般 後第 号 同
有限会社 信 和 電 気 商 会 般 後第 号 同
株式会社 光 麟 般 上第 号 同
渡 部 建 設 株 式 会 社 般 上第 号 同
有限会社 マ ル コ ウ 般 上第 号 同
有限会社 三 協 産 業 般 留第 号 同
阿 部 建 設 株 式 会 社 般 網第 号 同
真 下 建 設 株 式 会 社 般 日第 号 同
小 寺 建 設 株 式 会 社 般・特 十第 号 同
馬 場 工 業 株 式 会 社 般 十第 号 同
大 東 工 業 株 式 会 社 般 十第 号 同
株式会社 オ ビ ア ル 般 十第 号 同
有限会社 小 椋 商 事 般 十第 号 同

北海道告示第 号

道路法（昭和 年法律第 号）第 条第１項の規定により、道路の区域を次のとおり変
更し、同条第２項の規定により道路の供用を開始する。
その関係図面は、北海道建設部道路整備課及び北海道小 土木現業所に備え置いて、告示
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別表第１ 部「朝日町長」項を「朝日総合支所長」に改め、同部「朝日町警察官派出所
長」項を「朝日駐在所長」に改め、同部朝日町長項中「朝日町総務課」を「朝日総合支所地
域振興課」に改め、同部朝日町警察官派出所長項中「朝日町駐在所」を「朝日駐在所」に改
める。
別表第２第１号スピーカー項中「上川郡朝日町字」を「士別市朝日町」に改め、第２号ス
ピーカー項中「上川郡朝日町字」を「士別市朝日町」に改め、第３号スピーカー項中「上川
郡朝日町字」を「士別市朝日町」に改め、第４号スピーカー項中「上川郡朝日町字」を「士
別市朝日町」に改め、第５号スピーカー項中「上川郡朝日町字」を「士別市朝日町」に改め、
第６号スピーカー項中「上川郡朝日町字」を「士別市朝日町」に改め、第７号スピーカー項
中「上川郡朝日町字」を「士別市朝日町」に改め、第８号スピーカー項中「上川郡朝日町
字」を「士別市朝日町」に改める。
別表第３貯水位及び流入量項中「上川郡朝日町字」を「士別市朝日町」に改め、降水量項
中「上川郡朝日町字」を「士別市朝日町」に改める。

附 則

この規程は、平成 年９月１日から施行する。

北海道企業局組織規程の一部を改正する規程を次のように定める。
平成 年８月 日

北海道公営企業管理者 梶 本 孝 博
北海道企業管理規程第８号

北海道企業局組織規程の一部を改正する規程
北海道企業局組織規程（昭和 年企業局管理規程第２号）の一部を次のように改正する。
第４条第２項位置の欄中「上川郡朝日町」を「士別市」に改める。
附 則

この規程は、平成 年９月１日から施行する。

道教育庁胆振教育局告示

北海道教育庁胆振教育局告示第９号

次のとおり一般競争入札により落札者を決定した。
平成 年８月 日

北海道教育庁胆振教育局長 羽 山 博 人
１ 落札に係る物品等の名称及び数量（１月当たりの単価）

パーソナルコンピュータ 台一式（高等学校普通科 台、特殊教育諸学校７台）
パーソナルコンピュータ 台一式（職業科 台、商業科総合文書処理装置 台）

２ 落札を決定した日
平成 年８月８日

３ 落札者の氏名及び住所
ア 氏 名 日通商事株式会社
イ 住 所 東京都中央区築地５丁目６番 号
ア 氏 名 住信・松下フィナンシャルサービス株式会社
イ 住 所 大阪府大阪市中央区高麗橋１丁目６番６号

４ 落札金額
円
円

５ 契約の相手方を決定した手続
一般競争入札

６ 一般競争入札の公告
平成 年６月 日付け北海道教育庁胆振教育局告示第６号

７ 契約に関する事務を担当する組織の名称及び所在地
名 称 北海道教育庁胆振教育局企画総務課
所在地 北海道室蘭市幸町９番 号

道 警 察 本 部 告 示

北海道警察本部告示第 号

交番その他の派出所及び駐在所の名称、位置及び所管区（昭和 年北海道警察本部告示第
号）の一部を次のように改正し、平成 年９月１日から施行する。
平成 年８月 日

北海道警察本部長 口 建 史
別表函館方面北桧山警察署の項中
「

函館方面
北桧山警
察署

署所在地
瀬棚郡北桧山
町字徳島４番
地の

瀬棚郡北桧山町字北桧山、字徳島、字豊
岡、字兜野、字愛知、字丹羽、字東丹
羽、字西丹羽、字小倉山および字松岡

同 若 松
同
字若松
番地の１

同 字若松、字二俣、字小
川、字富里、字栄、字太櫓、字共和及
び字新成

同 瀬 棚
同 瀬棚町
字本町 番
地の１

同 瀬棚町字本町、字三本杉、字
島歌、字元浦、字北島歌、字西大里、
字東大里、字共和及び字南川
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」

同 大 成
久遠郡大成町
字都 番地
の１

久遠郡大成町字本陣、字花歌、字久
遠、字上浦、字都、字富磯及び字太田

同 宮 野
同
字宮野 番地
の１

同 字宮野、字平浜、字長磯
及び字貝取澗

を
「

」

函館方面
せたな警
察署

署所在地
久遠郡せたな
町北檜山区徳
島４番地

久遠郡せたな町北檜山区北檜山、徳島、
豊岡、兜野、愛知、丹羽、東丹羽、西
丹羽、小倉山及び松岡

同 若 松
同

若
松 番地１

同 若松、二俣、
小川、富里、栄、太櫓、共和及び新成

同 瀬 棚
同
瀬棚区本町
番地１

同 瀬棚区本町、三本杉、
島歌、元浦、北島歌、西大里、東大
里、共和及び南川

同 大 成
同
大 成 区 都
番地１

同 大成区本陣、花歌、久
遠、上浦、都、富磯及び太田

同 宮 野
同

宮野
番地１

同 宮野、平浜、長
磯及び貝取澗

に改め、同表旭川方面士別警察署の項中
「

温根別
同 温根別
町南１線
番地１

同 温根別町

」

を

「

温根別
同 温根別
町南１線
番地１

同 温根別町、温根別町北静川、温
根別町伊文

」

に、

「

朝 日
上川郡朝日町
字中央
番地

上川郡朝日町

を

剣 淵
同 剣淵町
市街地栄町
番地２

同 剣淵町

」
「
朝 日 同 朝日町

中央 番地 同 朝日町

剣 淵
上川郡剣淵町
市街地栄町

番地２
上川郡剣淵町

」

に改め、同表旭川方

面稚内警察署の項中
「

野寒布
同 ノシャ
ップ１丁目３
番５号

同 恵比須、ノシャップ及び富士見
の１丁目から５丁目まで、ノシャッ
プ、大字稚内村字ウロンナイ、字マタ
ルナイ、字キタウケナイ、字ルヱベン
ルモ、字ルヱラン及び字ヤムワッカナ
イの一部

」

を

「

野寒布
同 ノシャ
ップ１丁目３
番５号

同 恵比須、ノシャップ及び富士見
の１丁目から５丁目まで、ノシャッ
プ、西浜１丁目から４丁目まで、大字
稚内村字キタウケナイ及び字ヤムワッ
カナイの一部

」

に改め、同表旭川方

面羽幌警察署の項中
「

北 大 通
苫前郡羽幌町
北大通２丁目
７番地１

苫前郡羽幌町南１条から南７条までの
１丁目から６丁目まで、南大通１丁目
から６丁目まで、北１条から北６条ま
での１丁目から４丁目まで、北大通り
１丁目から４丁目まで、港町１丁目か
ら５丁目まで、南町、北町、幸町、栄
町、 町、寿町、字朝日、字中央、字
上羽幌及び字平

」
を
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毎 週 火 ・ 金 曜 日 発 行 （購読料金（送料とも）は月額 円） 発 行 北 海 道
編 集 北海道総務部法制文書課
印 刷 富 士 プ リ ン ト 株 式 会 社

「

北 大 通
苫前郡羽幌町
北大通２丁目
７番地１

苫前郡羽幌町南１条から南７条までの
１丁目から６丁目まで、南大通１丁目
から６丁目まで、北１条から北６条ま
での１丁目から４丁目まで、北大通り
１丁目から４丁目まで、港町１丁目か
ら６丁目まで、浜町１丁目から５丁目
まで、南町、北町、幸町、栄町、
町、寿町、字朝日、字中央、字上羽幌
及び字平

」
に改める。


